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作
り
手
の

温
も
り
が
伝
わ
る

土
と
炎
の
芸
術
品

身
近
な
食
の
器
、
茶
の
道
具
と
し
て
、
焼
き

物
は
、
日
々
を
彩
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
暮
ら

し
に
溶
け
込
ん
だ
熊
本
の
焼
き
物
を
改
め
て
考

え
ま
す
。

●
御
用
窯
と
し
て
隆
盛

日
本
の
焼
き
物
の
歴
史
は
一
万
二
千
年
と
い

わ
れ
ま
す
。
熊
本
で
も
古
代
か
ら
須
恵
器
な
ど

う
わ
ぐ
す
り

が
焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。
和
薬
を
用
い
た
近
世

窯
業
は
、
一
六
世
紀
後
半
、
文
禄
、
慶
長
の
役

ご
ろ
か
ら
。
加
藤
清
正
、
細
川
三
斎
ら
が
朝
鮮

の
陶
工
を
連
れ
帰
っ
て
技
術
を
伝
え
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
八
代
地
域
の
高
田
焼
、
県
北
地
域
の

小
代
焼
な
ど
は
、
藩
好
み
の
茶
道
具
な
ど
を
作

り
、
代
々
藩
の
保
護
を
受
け
て
発
展
し
ま
し
た
。

一
方
、
天
草
で
は
磁
器
の
原
料
天
草
陶
石
を

豊
富
に
産
出
。
一
七
世
紀
か
ら
、
鹿
児
島
、
佐

賀
な
ど
に
運
ば
れ
、
今
で
は
有
田
焼
の
原
料
の

八
割
は
天
草
陶
石
で
す
。

一
八
世
紀
に
は
藩
の
保
護
で
、
い
く
つ
も
の

窯
が
隆
盛
を
誇
り
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
に
な

る
と
瀬
戸
や
有
田
な
ど
他
の
大
産
地
か
ら
安
価

な
製
品
が
流
入
し
、
相
次
ぎ
廃
業
に
。
細
々
と

続
い
て
い
た
焼
き
物
も
、
経
済
復
興
と
と
も
に

息
を
吹
き
返
し
、
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
焼
き
物
を
支
え
る
人
々

県
内
に
は
お
よ
そ
百
の
窯
元
が
あ
り
ま
す
。

生
産
形
態
は
ほ
と
ん
ど
が
家
内
工
業
。
製
品
は

問
屋
を
通
さ
ず
、
個
展
や
展
示
会
、
窯
元
で
の

展
示
な
ど
で
売
れ
て
い
き
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
一
部
と
し
て
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
置
か
れ
た

り
、
お
し
ゃ
れ
な
趣
味
の
店
の
展
示
棚
を
飾
っ

て
、
幅
広
い
年
齢
層
の
焼
き
物
フ
ア
ン
を
引
き

付
け
ま
す
。
農
産
物
は
産
地
内
消
費
す
る
の
が
、

お
い
し
く

体
に
も
よ

い
と
い
わ

れ
ま
す
。

熊
本
で
焼

か
れ
た
焼

き
物
も
、

熊
本
の
愛

陶
家
た
ち

に
支
え
ら

れ
て
、
そ

の
魅
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
産
直

型
流
通
は
、
理
想
的
な
未
来
型
の
流
通
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
意
欲
的
な
作
陶
家
た
ち

作
り
手
も
消
費
者
に
こ
た
え
る
か
の
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の

作
陶
家
た
ち
は
「
こ
れ
は
パ
ス
タ
皿
」
「
こ
ち

ら
は
ビ
ー
ル
グ
ラ
ス
」
と
、
使
う
目
的
を
は
っ

き
り
と
意
識
し
て
作
る
と
い
う
傾
向
が
強
い
と

か
。
作
り
手
が
焼
き
物
に
求
め

る
表
現
は
柵
葉
の
色
、
造
形
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
。
釉
薬
と
温
度
の

関
係
な
ど
先
達
が
体
験
で
学
ん

だ
事
柄
を
科
学
的
に
研
究
し
、

技
法
を
高
め
、
数
多
く
作
り
、

公
募
展
へ
応
募
し
…
、
作
陶
家

た
ち
は
意
欲
的
で
す
。

職
人
の
焼
き
物
の
質
を
高
め

る
努
力
と
、
焼
き
物
を
日
々
愛

用
す
る
人
々
の
暮
ら
し
の
文
化

が
、
熊
本
の
焼
き
物
を
さ
ら
に

磨
き
育
て
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

「産直住宅をとおして、

住む人と呼吸しあえる家が生まれています」
寒い冬、風呂場のタイルがヒンヤリするので木製のすの

こをひくと、素足に木のあたたかみが感じられます。じめ

じめした梅雨、押入の中のすのこはうっとうしい湿度を調

節してくれます。「断熱性」「保温性」だけでなく「調湿性」

にも優れた木材は、私たちの生活の最も身近な住宅環境を

考えるとき、とても大切な素材です。

そこで、今回はまず、球磨地方の森林で育った木材を利

用し、木の特性を生かした木造住宅を建築している上村の

現場を訪ねました。

「今までの固定観念を壊した『家づくり』に挑戦しました」

と語る球磨林業育友会の松本さん。木を育てている林業家

から直接消費者に木材を提供する「産地直送型」の家づく

りは、地元で育った木材をふんだんに使い、木の暖かみ、

特性を生かしたものです。住宅の設計に応じて、木の種類

や大きさを生かし、無駄なく活用できます。今、建築中の

お宅では、樹齢80年のスギの原木から、まず重厚な柱をと

り、残りの部分

を壁材や床材に

使っていまし

た。この『産地

直送型』家づく

りは、コスト減

はもちろん、県

産木材の需要増

加、地元産業の

活性化にもつな

がってきます。また、林業は森

林資源を有効に使った環境にや

さしい産業だと再認識しました。

このような良質な木造住宅建

設のために、よりよい木製材品

の製造、付加価値をつける取り

組みも行われています。

「球磨プレカット」工場（湯前町）では、今までは大工

さんが手作業で行っていた部分を、コンピューターを使っ

て加工し、正確で耐久性に優れた住宅資材が生産されてい

ました。また、人吉・球磨の製材業者設立の協同組合「ニ

ュー・ランバー・クリエーション」（多良木町）では防腐・

防虫効果がある薫煙処理という新しい加工法により、体や

環境にもやさしい資材の提供に心がけていました。

それぞれの取り組みの中に、木をとおして家とそこに住

む人が呼吸しあえる家づくりがあふれていました。

くまもと女性特派員

園田清美さん
（熊本市）

協同組合「ニュー・ランバー・クリエーション」の薫煙施設 球磨プレカット

人吉・球磨の林業家でつくる林友会。
林友会初の住宅には、地元木材がふんだんに
使われていました。

知
事
へ
の
直
行
便

公
共
施
設
な
ど
に
専
用
の
封
筒
と
便
せ
ん
を
置
い
て
い
ま

す
。
県
政
へ
の
ご
提
案
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー

二
百
名
の
方
々
に
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

県
民
相
談

県
政
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

月
～
金
曜
日
、
九
時
～
一
二
時
　
一
三
時
～
一
六
時
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動
く
県
政
教
室
（
県
政
バ
ス
）

応
募
に
よ
り
県
の
施
設
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

「
県
か
ら
の
た
よ
り
」
●
年
六
回
発
行
（
偶
数
月
）

い
ろ
ど

「
彩
り
」
●
A
4
判
．
2
8
ペ
ー
ジ
●
年
四
回
発
行

●
お
申
し
込
み
は
、
千
八
十
円
（
四
回
分
の
送
料
）
の

郵
便
切
手
を
同
封
の
う
え
、
下
記
ま
で
。

「
点
字
広
報
誌
」

●
「
県
か
ら
の
た
よ
り
」
「
彩
り
」
の
点
字
版
、
録
音
版
。

詳
し
く
は
、
次
ま
で
。

熊
本
県
点
字
図
書
館
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R
K
K
「
月
刊
く
ま
も
と
情
報
」

○
毎
月
最
終
日
曜
日
と
月
曜
日

T
K
U
「
く
ま
も
と
探
県
隊
」

◎
毎
週
土
曜
日
　
一
二
時
五
五
分
～
一
三
時

K
K
T
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！
熊
本
」

○
年
間
九
本
（
三
〇
分
八
本
・
六
〇
分
一
本
）

K
A
B
「
く
ま
も
と
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」

○
毎
週
日
曜
日
一
七
時
二
五
分
～
三
〇
分

R
K
K
「
ふ
れ
あ
い
く
ま
も
と
」

●
毎
週
月
～
土
曜
日
一
〇
時
二
五
分
～
三
〇
分

F
M
K
「
県
庁
ダ
イ
ア
リ
ー
」

●
毎
週
月
～
金
曜
日
　
七
時
三
〇
分
～
三
六
分

C
I
T
Y
F
M
「
L
O
O
K
i
n
く
ま
も
と
」

●
毎
週
木
曜
日
一
八
時
三
〇
分
～
四
〇
分

http：／／www．kings．co．jp／kumamoto－Pref／

「県からのたより」へのご意見をお待ちしています。

あて先

〒862－8570
熊本県広報課「県からのたより」係
※県庁の住所は不要です。

℡　096－385－2096
FAX096－386－2040
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